
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 年春季リーグ 

第２週・４月 14日 

２勝０敗 

 

駒 大 ０００ ０２０ ０００ ２ 

青学大 ０００ ０００ ０００ ０ 

前
日
の
乱
打
戦
と
は
対
照
的
に
、

２
戦
目
は
序
盤
か
ら
投
手
戦
。
試
合

を
決
め
た
の
は
５
回
、
今
季
初
ス
タ

メ
ン
の
嘉
数
駿(

政
４)

の
一
振
り

だ
っ
た
。
先
発
し
た
井
口
拓
皓(

経

３)

は
９
回
を
無
四
球 

で
投
げ
抜

き
完
封
。
青
学
大
か
ら
６
季
ぶ
り
と

な
る
勝
ち
点
を
奪
っ
た
。 

い
切
り
振
り
抜
い
た
打
球
は
三
遊
間
を

破
る
左
前
適
時
打
に
。 

 

２
点
の
援
護
は
、
こ
の
日
の
井
口
に

は
十
分
だ
っ
た
。
黒
星
が
付
い
た
前
回

と
の
違
い
は
「
強
気
で
投
げ
る
」
こ
と
。

そ
れ
が
無
四
球
の
好
投
に
つ
な
が
っ

た
。
お
ま
け
に
今
季
初
完
封
。
相
方
の

言
う｢

で
き
る
男｣

で
あ
る
こ
と
を
証
明

し
て
見
せ
た
。 

昨
春
、
青
学
大
に
は
２
試
合
連
続
で

完
封
負
け
を
喫
し
た
。
屈
辱
の
敗
戦
か

ら
１
年
。
雪
辱
に
燃
え
る
選
手
た
ち
は
、

今
度
は
２
タ
テ
で
勝
負
を
決
め
、
聖
地

で
借
り
を
返
し
た
。 

ロ
の
気
迫
の
こ
も
っ
た
直
球

を
投
げ
込
ん
だ
。 

 

緊
迫
し
た
投
手
戦
に
持
ち

込
む
と
、
好
機
は
５
回
に
訪

れ
た
。
小
林
勇
登(

経
３)

の

放
っ
た
打
球
が
敵
失
を
誘

い
、
先
制
。
な
お
も
２
死
三

塁
と
し
、
４
試
合
ぶ
り
に
嘉

数
駿
が
公
式
戦
の
打
席
に
立

っ
た
。｢

来
た
球
は
全
部
打
っ

て
や
ろ
う
と
思
っ
た｣

。
思 

「
あ
い
つ
絶
対
で
き
る
男
な
ん

で
す
よ
。
明
日
は
勝
た
せ
て
あ
げ
た

い
」
―
。
１
戦
目
を
終
え
、
正
捕
手
・

戸
柱
恭
孝(

現
３)

は
井
口
へ
の
思

い
を
口
に
し
た
。 

前
回
の
中
大
２
回
戦
で
は
、
５
回

と
2／3
を
投
げ
６
失
点
。
無
念
の
降

板
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
「
勝
ち
た

い
。
そ
れ
し
か
な
か
っ
た
」
と
井
口
。 

戸
柱
は
相
方
の
調
子
を
「
中
央
の

時
の
よ
う
に
悪
い
」
と
感
じ
て
い
た

が
「
精
一
杯
（
井
口
が
）
投
げ
や
す

い
よ
う
に
し
た
」
。
そ
の
思
い
に
応

え
る
よ
う
に
右
腕
は
変
化
球
で
カ

ウ
ン
ト
を
取
る
と
、
最
速
１
４
４
キ 

◆ともたき たけ

ひろ/1989 年５月

31 日生まれ。盈進

高出身。175 ㌢ 75

㌔。右投右打。外野

手。法学部政治学科

４年。 

1 部初勝利を完

封で飾った井口 【
左
】
今
季
初
ス
タ
メ
ン
で
適
時
打
を

放
ち
、
井
口
を
援
護
し
た
嘉
数
駿 

【右】嘉数駿の適時打で生還

した小林(右)と迎えた岡(左) 

２回【左】と７回【上】、走

者を背負った危機を乗り越

え吠える井口 

写真＝橋本圭史、山田遼太郎、野木聡介 

文＝水出綾香 

[駒 大]  打安点 

④小  林  ４００ 

⑧嘉数駿  ４１１ 

⑥  岡   ３００ 

⑤白崎浩  ３１０ 

DH 柴 田  ２１０ 

⑨友  滝  ３００ 

⑦江  越  ３００ 

PH 山 下  １００ 

７中  谷  ０００ 

②戸  柱  ４１０ 

③増  本  １００ 

計28４１ 

 

▽二塁打＝戸柱 

 

    回 打安責 

○井 口 ９ 32４０ 

  


